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CAS 番号 71868-10-5

製品説明

Photoinitiator
907は高効率の光重合開始剤で、不飽和プレポリマー(アクリレート)と単官能または多官能ビニルモノマーを組み合わせた系
の光重合を開始させるために使用されます。紙、金属、プラスチックなどの基材に対する顔料入りUV硬化系に特に適してい
ます。

用途

Photoinitiator  907は、単独で、またはPhotoinitiator
184などの共開始剤と組み合わせて、紙、金属、プラスチック材料向けのUV硬化型インキやワニスに使用できます。吸光度
が高いため、顔料を含む配合に特に適しています。グラフィックアーツ分野ではオフセットインキ、スクリーンインキなど
、エレクトロニクス産業ではフォトレジスト、ソルダーマスクなどに用途があります。

推奨添加量

用途 添加量

オフセットインキ 4 – 6 %

スクリーンインキ 2 – 4 %(Photoinitiator ITX 0.2 – 0.5%を併用)

クリアコーティング / ワニス 0.1 – 1.0(Photoinitiator 184 2 – 3%を併用)

フォトレジスト 3.0 – 6.0

物性データ

供給形態 白色結晶性粉末

含有量 99 % min

融点 (°C) 72 - 75

揮発分 0.25 % max.

分子量 (g/mol) 279.4

化学名 2-Methyl-1-[4-(methylthio)phenyl]-2-morpholino propan-1-one

分子式 C15-H21-N-O2-S

灰分 % ≤0.1

透過率 90 % min. @ 425 nm; 95 % min. @ 500 nm

包装・輸送・保管

Photoinitiator  907  は  白色結晶性粉末  で供給されます。製品は  20  kg紙製カートンボックス  に包装され、500  kg
のパレットで出荷されます。未開封の元の容器のまま、30°C  /
86°F未満の乾燥した場所で屋内保管してください。光や直射日光を避けてください。保存期間: 3年。

上記の情報はすべて実験室で得られたデータに基づくものであり、製品の適合性を保証するものではありません。ご購入前に、お客様ご自身のシステムで製品
を試験されることをお勧めします。
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